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	■リーダーとしての小尾氏 「東日本大震災から生まれた志」​代表取締役の小尾氏は、2011年にグロービス経営大学院東京校に入学。その後、「東日本大震災の被災地のためにできることをしたい」という強い想いから、神奈川県から宮城県へ移住しました。グロービス経営大学院仙台校での「東北ソーシャルベンチャープログラム*」を通じて、愛さんさん宅食のビジネスプランを構築。“「生まれてきてよかった」を創り続ける。”を理念に2013年4月より、ゆかりのない宮城県塩竃市にて創業。​同氏は、障がい者福祉と高齢者福祉を融合させた共生型というユニークな事業モデルを通じて、地域の課題解決に取り組み続けています。 
	■愛さんさん宅食株式会社 代表取締役CEO 小尾勝吉氏からのコメント 
	■KIBOW社会投資ファンド 代表パートナー 山中礼二からのコメント​「投資を始めた当時、愛さんさん宅食は『宅食』という社名の通り、お弁当宅配に特化した事業でした。しかし現在では、障がい者福祉と高齢者福祉、医療を融合し、複合的な事業を展開するまでに成長しました。その結果、生きづらさを抱える方々が『生まれてきて良かった』と思える居場所を提供する存在へと進化しています。今回のEXITを通じ、経済的リターンを実現しながら愛さんさんグループの社会的価値を確かなものにするお手伝いをできたことを、嬉しく思います。愛さんさんグループが今後、地域にとってさらに欠かせない存在となり、苦しみを抱えて生きる人たちの希望を創り続けることを願っています」 

